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人工芝GreenVigor 施工要領書

施工に必要なもの

■ 作業に使う道具
【下地作り】 転圧機（コンパクター、タンパー）【人工芝カット】メジャー、カッター、はさみ、マーカー・チョーク（目印用）
【ピン固定】 ハンマー【珪砂を撒く道具】チリトリ、てみ、ドロップスプレッダー（手押し式散布機）【仕上げ】 ブラシ類（デッキブラ
シなど固めのもの）

【清掃】外用掃除機、硬めのホウキ、チリトリ

■ 準備する材料（下地や固定に使うもの）
下地用砕石（C-40 / RC-40）、不陸調整用ダスト（10-0）、5 号珪砂、ジョイントテープ（または防草シート）、接着剤（ウレタン系）、 
U 字ピン（五寸釘）

下地作り

 1  地面の片付け（整地）
まずは人工芝を敷く範囲を決め、邪魔なものを取り除きます。
•	 大きな石、瓦礫（がれき）、雑草などをしっかり撤去してください。

 2  土台づくり（砕石・ダストの敷き固め）
人工芝が沈まないよう、2 つの層を作って転圧機（コンパクター、タンパー）で固めます。

1. 下の層：下地用砕石を固める

砕石を約100mmの厚さで敷く

最終的な仕上がりの高さより
30mm低くなるように固めてください

100mm
30mm

砕石

•	 砕石を約 100mm の厚さで敷き、転圧機で締め固めます。
•	 ポイント： �後から載せる「不陸調整用ダスト」の分を考えて、

最終的な仕上がりの高さより 30mm 低くなるよう
に固めてください。 
下地用砕石は C-40 または RC-40 などの大きさの
ものを使用してください。

2. 上の層：不陸調整用ダスト（仕上げ砂）を固める

砕石の上にダストを約30mmの厚さで敷く

最終的な仕上がりの高さ

100mm
30mm

砕石
ダスト

•	 砕石の上にダストを約 30mm の厚さで敷き、平らにして転圧
機で固めます。

•	 広い場所では、場所によって高さがバラバラにならないよう、
水平をしっかり確認しながら作業してください。

•	 ポイント： �不陸調整用ダストは 10-0 などの大きさのものを使
用してください。�  
不陸調整用ダストを敷いて下地を仕上げる事で、
人工芝を敷いた後の足裏の凹凸感を無くし、より
滑らかに仕上げます

きれいに仕上げるコツきれいに仕上げるコツ
水 を ま く ： �砕石やダストを固める際、軽く水をまきながら作業すると、砂埃が立たず、より強固に締まって仕上がりがきれい

になります。
高さの計算： �「砕石（100mm）＋ ダスト（30mm）＝ 合計 130mm」の厚みになります。周囲の縁石や地面との段差が出ない

よう、あらかじめ地面を十分に掘っておくのが成功の秘訣です。
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施工方法

 1  芝の向き（芝目）をチェックする

毛流れ（芝目）

人工芝には「毛流れ（芝目）」があります。全体の向きを揃えて、
敷く位置を確認しましょう。
•	 きれいに見せるコツ： 庭を眺めるメインの場所から見て、芝

の先端が自分の方に向くように置くと、色が鮮やかで自然に
見えます。

 2  サイズに合わせてカットする

裏側から切る

設置場所の形状に合わせて人工芝をカッターなどで切り取ります。
•	 切り方のコツ： 表からではなく、裏側から刃を入れると芝の

毛を傷めずきれいに切れます。
•	 細かい部分は、裏面のライン（縫い目）を目安にしながら少

しずつ調整してください。
•	 エッジ部分や細かい部分はラインを合わせながらカットして

調整してください。

 3  つなぎ目（ジョイント）の処理

150mm

ジョイントテープ（または防草シート）

接着剤（ウレタン系）

芝と芝のつなぎ目が目立たないように工夫します。
•	 つなぎ目の下に、幅 150mm ほどの「ジョイントテープ 

（または防草シート）」を敷き、接着剤（ウレタン系）を使っ
て左右の芝を貼り合わせます。

きれいに仕上げるコツきれいに仕上げるコツ
まっすぐ切るよりも、あえて緩やかな曲線（波型）にカットして合わせると、つなぎ目がより目立たなくなります。
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 4  ピンで固定する
人工芝がずれないよう、「U 字ピン」や「五寸釘」で地面に固定します。

300mm

300mm
300mm

300mm

U字ピン

•	 間隔の目安： 端やつなぎ目を中心に、300mm 間隔（1㎡あたり 10 本程度）で「U 字ピン」や「五寸釘」を打ち込みます。
•	 仕上げのひと手間： �ピンを打つとき、一緒に芝の毛を巻き込んでしまうことがあります。マイナスドライバーなどで挟まった毛

を引き出すと、ピンが隠れて仕上がりが美しくなります。�  
※巻き込んだまま珪砂を撒くとピンや釘の位置が目立つ場合があります。

きれいに仕上げるコツきれいに仕上げるコツ
人工芝は広げた直後、巻きグセがついていることが多いです。カットする前に半日ほど天日に干して広げておくと、なじみが
良くなって作業しやすくなります。

最終仕上げ

珪砂（けいしゃ）
芝を立たせ、定着させるために、珪砂を全体的に撒きます。

1.	人工芝と珪砂を完全に乾燥させます。※珪砂は濡れているとダマになり、人工芝のパイル ( 葉 ) に絡んで均等に撒けません。 
必ず人工芝と珪砂の両方がよく乾いた日に作業を行ってください（図❶）。

2.	スコップやチリトリなどを使い、左右に振りながら少しずつ人工芝の上に撒いていきます。一度に大量に撒くと偏りの原因になる
ので注意しましょう。※シート面より 3 〜 5 ミリ程度（シートの黒い部分が見えないくらい）（図❷）

3.	プロの方や、広い面積の施工の際はドロップスプレッダー（手押し式散布機）を使用すると早く均一に撒くことができます（図❸）。
4.	全体的に撒いたら、デッキブラシを使用して、芝の目に逆らうように（毛を起こすように）ブラッシングをして、珪砂を人工芝の

根元にしっかりと落とし込みます（図❹）。�  
※入れすぎた珪砂や表面から見えている部分は、ホウキで掃いたり掃除機で吸い取ります（図❺）。

清掃
施工後は、ホウキや掃除機などで、芝の目の屑や切れ端などを取り除いてください。
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お問い合わせ

ボウクス株式会社

神奈川県川崎市中原区木月 4-28-3　SJ ビル 3F
TEL: 044-431-5052　https://www.bowcs.co.jp

【YouTube】
珪砂の入れ方はこちらからも
動画でご確認いただけます。
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